
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】位置ベクトルを用いて，直線，円などの図形をベクトルで表すことができる。

□直線と法線ベクトル
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 垂直が出てきたら

垂直条件を

　点   を通り，でないベクトル に垂直な直線をとする。

　点   が直線上にあることは

　　　　　または　

が成り立つことと同値である。

これは，内積を用いて， と表される。

すなわち　　   







  

  

 



これは直線のベクトル方程式である。

　点，の座標を，それぞれ   ，   とし，

　   とすると

　　　　    

であるから，ベクトル方程式

　　　　　　     

は次のようになる。

　　　　       

法線の頭文字で

この式は，     とおくと，    と書き直される。

　直線に垂直なベクトル を，直線の法線ベクトルという。

　直線とその法線ベクトルについて，次のことが成り立つ。

　１　点   を通り，    が法線ベクトルである直線の方程式は

　　　　　　　　　　　      

　２　直線において，    はその法線ベクトルである。

「他にもいろいろ考えられる」という意味方向ベクトルの１つは    成分を入れ替えて

片方の符号を変える

補足　直線において，   はその法線ベクトルのつである。

例１５）　点   を通り，   が法線ベクトルである直線の方程式は

　　　　　　　　    

　　　　　　　すなわち　　　　　　　　　　　　　　　

  平面上のベクトル【直線と法線ベクトル】～



例）次の点を通り，ベクトルに垂直な直線の方程式を求めよ。

　   ，   　　　　　　　　　   ，  



点   を通り，

    に垂直な直線の方程式は

　　      

　求める直線の方程式は

　　　　　　　    

　すなわち　　

の方向ベクトルは   

の方向ベクトルは   

これらを用いてもよい

　求める直線の方程式は

　　　　　　　    

　すなわち　　
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問１３）　直線 　……①

　　　　　 　……②

　　　について，次のものを求めよ。

　　　　直線①，②の法線ベクトル

　　　　　　   ，

　　　　　　 

　　　　のなす角

　　　　直線①，②のなす鋭角



　     

　　    
       

   

　であるから

　   

 



 






　であるから　　

　図より　
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